
山
岳
地
域

の
気
象

の
調
査
、
研
究

に
は
三

つ
の
流
れ
が
あ

る
と
考
え
る
。

一

つ
は
気
象
要
素

全
般

に

つ
い
て

の
観

測
を
行

い
、
登
山
者

や
山
岳
地
域
で
の
種

々
の
業

務
の
た
め
の
気
象
解
析
を
行
う
も

の
で
、
こ
の
種

の
調
査
を
集
め
た
も

の
と

し
て

「
山

の
気
象
研
究
会

」
出
版

の

「
山
の
気
象
」
(
恒
星
社
)
が
あ

る
。

二

つ
は
資
源
開
発
を
目
的

と
し
た
調
査
、
研
究
が
あ

る
。
特

に
水
文
学
的
調
査

が
多
く
、
電
源
開
発
、
農
業
用
水

へ
の
利
用
な
ど
大
規
模
開
発
に
関
す
る
も

の

で
あ

る
。
最
後
は
気
象

学
の
基
礎
研
究

の
手
段
と

し
て
高

い
山
を
利
用

し
た
観

測
、
研
究
が
あ

る
。
戦
前
の
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ

の
観
測

の
少
な
か

っ
た
時
期

の
富

士
山

で
の
観
測
は
、
高
層
解
析

に
大

い
に
貢
献

し
た
。
ま
た
中
谷

の
雪

に
関
す

る
十
勝
岳

で
の
観
測

は
、
気
象

学
の

一
分
野

で
あ

る
雲
物

理
学

の
発
展

に
寄
与

し
て
い
る
。

以

上
の
よ
う
な
観
点

に
立

っ
て
大
雪
山
地
域
で
の
気
象

の
観
測
、
調
査
、
研

究

に
関
す

る
論
文
を
紹
介
し
た

い
。

こ
の
小
論
を
書
く

に
あ
た

っ
て
集
め
ら
れ

た
論
文
が
少
な
く
、
従

っ
て
先
に
述

べ
た
三

つ
の
流
れ

に
分
け
ら
れ
な
い
面
も

な

い
で
は
な

い
。
重
複
す
る
部
分
も
あ

る
が
、
お
許
し
を
願

い
た
い
。

繭
、

醐
般
気
象
観
測
と
解
析

気
象
要
素
と

い

っ
て
も
気
象
管
署

で
行

っ
て
い
る
測
定
項
目
す
べ
て
の
観
測

は
不
可
能
で
、
携
帯

用
の
測
器

を
用

い
た
も
の
が
大
部
分
で
あ

る
。

こ
う

し
た

状

況

の
中

で
大
正
十
三
年
夏
期

に
旭
川
測
候
所
が
行

っ
た
黒

岳
石
室

(海
抜

一
、

八
八
九

m
)
の
気
象
観
測

は
、
当
時
の
交
通
、
通
信
施
設
な
ど
を
考
え
る
と
大

い
に
評
価

さ
れ
る
も

の
で
あ

る

(根
本
広
記
、
大
雪
山
調
査
概
報
、
大
正
十
四

年
、
地
学
雑
誌
、
第
四
三
四
号
)
。

観
測
項
目
及
び
測
器
は
、

気
圧
ー

フ
ォ
ル

タ

ソ
型
山
岳
用
水
銀
晴
雨
計
、

気
温
、

湿
度
i

ア
ス
マ
ン
乾

湿
計
、

風
向
、

風
速
ー

ビ

ラ
ム
微
風
計
な
ど
を
用

い
、
そ

の
他
天
気
概
況

は
目
視
観
測
を
行

っ

た
。

こ
の
論
文

で
重
要
な

こ
と

は
黒
岳
で

の
測
定
結
果
だ
け
を
示
す

の
で
は
な

く
、
旭
川
測
候
所

(
海
抜

一
一
一
・
三

m
)
と

比
較

し
た
点

に
あ

る
。
こ
れ

は

当
時

、
高
層
デ

ー

タ
ー
が
少
な

か

っ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
貴

重
な
測
定
デ

ー

タ
ー
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
観
測
は
大
正
十
三
年
八
月

二
十

八
日
よ
り
九
月

一
日
ま
で
の
五
日
間

で
、
天
気
図
と

の
天
気
変
化

の
比
較
も
行

っ
て

い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
日
本

海
南
部

に
あ

る
低
気

圧

(
二
十
九
日
午
前
六
時
胡
①
筍
ヨ
鵠
ぴq
)

の
通
過

に
よ
り
、
二
十
九
日
後

半
よ
り
三
十

一
日
午
前
三
時
半
頃
ま

で
降
雨
が

続

い
た
。

天
気
図
と
山
岳
地
帯

の
天
気
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、
多
く

の
気
象

観
測
所

ー

や
登
山
者

に
よ

っ
て
行

わ
れ
て
い
る

(
「
山

の
気
象
」
(
1
)

山

の
気
象
研
究
会

編
、
恒
星
社

昭
和

36
年
)。

こ
の
種

の
解
析
は
主
と

し
て
、

遭
難
と
の
関
係

や
本
州
の
山
岳
地
帯
を
対
象
と

し
た
も

の
が
多

い
。
大
雪
山
系
に
関
し
て
は
筆

者
が
旭
岳

を
中
心
と
し
て
約

一
年
間
、
低
気
圧
、
前
線

の
位
置

と
天
気
の
関
係

を
示
し
た

(
桜
井
兼
市
、
大
雪
山

の
気
象

(
H
)

北
教
大
大
雪
山
科
学
研
究
所

報

告
、
昭
和

38
年
)
。
低
気
圧
、
前
線
が
沿
海
州
ま
で
近
づ
く
と
旭
岳

は
雲

に
覆

わ
れ
降
水
が
始
ま
る
。
平
地

の
天
気
よ
り

一
～

二
日
早
く
天
気

は
悪
化
す
る
。

山
岳
地
域

の
天
気
変
化

は
気
圧
系
だ
け

で
決

ま
る
も

の
で
は
な

い
。
そ

の
地
域

の
気
層

の
安
定
、
不
安
定

に
も
依
存
す

る
。
そ

の
良

い
例

を
前
記

の
根
本
も
報

告

し
て
い
る
。
八
月

二
十

八
日

二
十
二
時

に
黒
岳
石
室

は
快
晴

で
あ

っ
た
が
、

旭
川

は
層
雲
、
雲
量

9

で
あ
り
雲
海
を
観

測
し
た
。

こ
れ
は
安
定
な
気
層
中

に
発
生

し
た
層
雲
で
雲
頂
も
低
か

っ
た

こ
と
を
示
し
て

い
る
。
実
際
、

こ
の
時

の
黒
岳
と
旭
川
の
気
温

の
差
は
僅
か
三

・
九
℃
で
気
温
減
率

は
他

の
降
水

の
あ

っ
た
日

に
比
べ
て
小
さ

い

(
二
十
九

日
二
十

二
時
六

・
一
℃
、
三
十
日

二
十
二

時
四

・
六

℃
、
三
十

一
日

二
十
二
時

八

・
八
℃
)
。

山
岳
地
域

の
気
温

の
変
化
に

つ
い
て
は
測
定

の
困
難

さ
か
ら
夏
期

の
観
測
が

大
部
分
で
、
冬
期

の
も

の
は
皆
無

に
等

し
い
。
最

近
、
旭
岳
、
黒
岳

、
十
勝
岳

な
ど
に
リ

フ
ト
の
施
設
が
で
き
、
高
度
約

一
、
七
〇
〇

m
ま
で
測
定
可
能

に
な

っ
た
こ
と

は
今
後
、
冬
期

の
気
温

の
変
化
に

つ
い
て
の
解
析
が

発
表
さ
れ

る
期

待
も
持

た
れ
る
。
夏
期
の
気
温
湿
度

の
連
続
測
定

は
湧
駒
別

、
白
雲
岳

で
著
者

に
よ

っ
て
昭
和
三
十
七
年

七
月
三
十

一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
な
さ
れ

た

(
桜

井
兼
市
、
大
雲
山

の
気
象

(
皿
)

北
教
大
大
雪
山
科
学
研
究
所
報
告
、

昭
和
三
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十
九
年

)
。

こ
の
観
測

で
注
目
す

べ
き

こ
と

は
白
雲
岳

の
早
朝

の
気
温
が
推
定

で
氷
点
下
に
な

っ
た
こ
と
で
あ

る
。

山
岳
地
帯

の
気
温

の
日
変
化

は
、
晴
天
日

に
は
非
常

に
大
き

い
。

こ
れ
は
同

一
高
度

の
自
由
大
気
中

よ
り
山
地
表
面
で
の

輻
射
熱

の
吸
収

、
放
出
が
大
き
く
、
日
中

の
気
温

は
自
由
大
気
よ
り
高
く
、
夜

間

は
低
く
な
る
。
柿
崎

は
旭
川
と
湧
駒
別
温
泉
仰
岳
荘

(
一
、
○

八
O

m
)
と

の
晴
天
日

の
気
温
変
化
を
比
較

し
て
上
記

の
こ
と
を
確

め
た

(
柿
崎
英

一
、
大

雪
山

の
気
象
、
大
雪
山
の
あ

ゆ
み
、
層
雲
峡
観
光
協
会
編

昭
和
四
十
年
)
。

降
水
量

の
調
査

に
つ
い
て
は
次
章

に
も
関
係
す
る
が
、
降
水

の
斜
面
に
よ
る

影
響

に

つ
い
て
、
著
者
は
降

雨

セ
ル
の
発
達
と

い
う
観
点

か
ら
解
析
を
行

っ
た

(
桜
井
兼

市
、
大
雪
山

の
気
象

(
1
)

北
教
大
大
雪
山
科
学

研
究
所
報
告

昭

和
三
十
七
年
)
。

降
水
量

の
測
定
は
地
形
の
影
響
を
受
け
易

く
、
ど

の
地
点
が

ど

の
程
度

の
範

囲
を
代
表
す
る

か
と

い
う

こ
と

を
決
め
る
に
は
相
当

な
数

の
観

測
点
を
設
け
、
長
期
間

に
わ
た

っ
て
観
測
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に

冬
期

の
積
雪
量

に
な
る
と
、

よ
り

一
層

の
困
難

さ
が
あ
り
、

一
回

一
回
の
積
雪

を
測
定
す

る
こ
と

は
不
可
能

に
近

い
。

一
冬

の
積
雪
量

の
観
測

で
孫
野
ら
は

ス

ノ
ー

マ
ー
カ
ー
を
用

い
て
高
度
-
積
雪
量

の
関
係
に

つ
い
て
測
定
を
続
け
て
い

る

(
孫
野
長
治
他
、
石
狩
川
源
流
域

の
積
雪
水
量
の
観
測
、
日
本
気
象
学
会
講

演
予
稿
集

昭
和

四
十
四
年
)
。

さ
ら

に

一
層
地
形

の
影
響
を
受
け
る

の
が
風
向
、
風
速

で
あ

る
。
自
由
大
気

中

の
空
気

の
流
れ
に

つ
い
て
は
八
五
〇
曲

(高
度
約

一
、
五
〇
〇

m
く

ら
い
ー

日

々
の
気
圧
変
化
で
違
う
が

一
応

の
目
安
と
な
る
)
以
上
で
は
地
衡
風

で
近
似

で
き

る
が
、
山
岳
地
帯

の
風

の
分
布

は
地
形
に
影
響
さ
れ
て
観
測
地
点
の
谷
や

尾
根

の
走
向
を
充
分
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者

の
前
述

の
論
文

(
桜

井
兼
市
、
大
雪
山

の
気
象

(
皿
)
)
で
冬
期

の
風

の
主
風
向
を
岩

や
這

い
松

に
付

い
た
着
雪

で
観
測

し
た
。

こ
の
方
法

で
は
冬
期
で
も
風
向
を
定

め
る

こ
と
が

で

き

る
。

二
、
資
源
開
発
を
目
的
と
し
た
研
究

山
岳
地
域

で
の
気
象
観
測

の
主
要
な
目
的

は
、
題
目
に
示
し
た
資
源
開
発
に

関
す

る
も

の
で
あ
る
。
終
戦
直
後

、
中
谷

宇
吉
郎

ら
が
中

心
と
な

っ
て
財
団
法

人

「
農
業
物
理
研
究

所
」

が
設
立

さ
れ
、

本
道
農
業
発
展
に
大
い
に
貢
献
し

た
。

こ
の
研
究
所

の
仕
事
の

一
つ
に
水
害

の
綜
合
的
研
究
が
含
め
ら
れ
、
山
岳

地
帯

の
降

雨
及
び
雪
解
水
に
よ
る
洪
水
対
策

の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
ま

た
農
業
用
水
、
水
力
発
電
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と

に
あ

っ
た

(
中
谷

宇
吉
郎
、
菅
原
重
二
他
、
水
害

の
綜
合
的
研
究
第

二
韓
、
山
地
流
域
に
お
け

る

降
水
量
分
布
、
北
海
道
、
農
業
物
理
研
究
所

昭
和
二
十

五
年
)
。

こ
の
研
究

報
告

で
は
、
山
岳
地
域

の
降
水
量
を
測
定
す

る
に
あ
た

っ
て
ま
ず
測
定
器
の
試

作

か
ら
始

め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
先
に
も
述

べ
た
ご
と
く
、
既
存

の
測
定
器

で
は

長
期
問
山
地
内

に
放
置

で
き
な

い
こ
と
、
通
常

の
自
記
雨
量
計
で
は
多
額

の
費

用

と
計
器
保
持

の
た
め
の
人
員
が
必
要

で
あ

る

こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
測
定
を

困
難
に
し
て
来

た
。
彼
ら
の
試
作
し
た
雨
量
計
は
雨
水
を
溜
め
る
容

器
内

に
予

め
稀
硫
酸

と
自

記
棒

(亜
鉛
引

鉄
板
等
)
を
入
れ

て
置
き
、
自
記
棒

の
硫
酸

に
よ

る
腐
蝕
を
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
腐
蝕

は
ひ
と
雨
ご
と

に
上
部
に
移

動

す

る
の
で
、
そ

の
高
さ
の
差
よ
り
雨
量
を
求

め
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
極
め
て
単

純
な
方
法
で
か
な
り
精
度

の
高

い
測
定

を
、
大
雪
山
系
の
忠

別
川
流
域

に
二
十
二
台

の
雨
量
計
を
配
し
て
観
測
を
行

っ
た
。
降
水
量

の
高
度

分
布

に
次

の
三

つ
の
型
が
あ

る
こ
と
が

分
か

っ
た
。
A
型
-
雨
量
が
流
域
高
度

が
増
す

に
従

っ
て
増
大
す
る
、
B
型
ー
高
度

に
比
例
又
は
反

比
例

し
ご
く
わ
ず

か
増
減
す
る
、
広
い
山
岳
地
域
に
万
遍

な
く
降

る
場
合
、
C
型
ー
高
度

に
無
関

係
。
大
雪
山
系

で
の
大
規
模
な
雨
量
調
査
は
こ
の
報
告
以
外
、
著
者

は
知
り
得

な

い
。
近
年

の
発
電
は
石
油

に
よ
る
火
力
発
電
が
主
力
と
な

っ
て
い
る
が
、
石

油

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、

エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
の
水
力
発
電
を
見
直
す

べ
き
時
期

に
来

て
い
る
と
思
う
。

こ
の
意
味

か
ら
も
今
後

、
基
礎
資
料
と
し
て
の
山
岳
地

域

の
雨
量
調
査
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

定
常
的
な
水
資
源
と

し
て
の
山
岳
地
域

の
積
雪

・
雪
漢

の
調
査
が
近
年
行

わ

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ
は

ユ
ネ

ス
コ
及
び
国
際
地
球
物
理
連
合
等
が
主
と

市兼井桜

大雪山における気象の研究
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な

っ
て
世
界
的

規
模

で
の
水
文
学
的
調
査
を
行

い
、
水
資
源

の
確
保

を
目
的
と

し
た
も

の
で
あ
る
。
大
雪
山
系

で
は
北
大
低
温
研
の
グ
ル
ー
プ
が
雪
漢

を
中

心

に
調
査
が
続
け
ら
れ
て

い
る

(
若
浜

五
郎
他
、
大
雪
山
の
雪
漢
調
査
、
低
温
科

学

昭
和
四
十
三
年
)
。

こ
の
研
究

は
、
積
雪
-

雪
渓
i
氷
河
と

の
発
達

段
階

の
中
間

で
あ
る
雪
渓

(
越
年
雪
漢
も
含

め
て
)

の
消
長
及
び
熱
的

・
力
学
的
性

質
を
調
査
す

る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
万
年
雪
ま
た

は
雪
漢

の
消
長

の
観
測

は
、

地
球
上

の
気
候
変
動

の

一
つ
の
指

標
と
し
て
利
用
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

三
、
高
い
山
を
利
用
し
た
基
礎
研
究

気
象
学
が
発
展
す

る
過
程
で
、
高
層

の
自
由
大
気

の
観
測
の
重
要
性
が
増
し

て
来

た
。
戦
前

に
は
日
本

で
の
高
層
観
測

は
少
な
く
、
そ
の
補
充
と

し
て
山
岳

で
の
気
象

観
測
が
行
わ
れ
て
来
た
。
そ
の
最
も
重
要
地
点
が
、
富
士
山

々
頂
測

候
所

で
あ

っ
た
。
第

一
章

で
述

べ
た
根
本

の
報
告
も
上
記
の
こ
と
が
目
的

で
あ

っ
た
。
戦
後
、
高
層
観
測

の
整
備
が
行
わ
れ
、
北
海
道
で
も
三

カ
所
ー
札
幌
、

根
室

、
稚
内
1

で
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ
観
測
-
気
圧

、
気
温
、
湿
度

、
風
向
、
風
速
1

が
毎

日
二
回
-
〇

九
時
、

二
十

一
時
-
行

わ
れ

て
い
る
。
登
山
を
す

る
人

は
、

一
度

は
高
層
デ

ー
タ
ー
の
利
用
法
を
覚
え
て
お
か
れ
る
と
良

い
で
あ
ろ
う
。

雲
物

理
学

の
研
究

に
は
高

い
山
を
利
用
す

る
の
が
便
利
で
あ

る
。
現
在

の
諸

状

勢

の
中

で
は
、
雲

の
中

に
飛
行
機
を
使

っ
て
入
る
こ
と
が

で
き
な

い
。
従

っ

て
、
雲

に
覆
わ
れ
る
山
岳
地
域
が
研
究

の
場
と

し
て
都
合
が
良

い
。
北
海
道

の

特

色
を
活

し
た
研
究

で
は
中
谷

の
雪

の
研
究
が
有
名

で
あ

る
。
彼

の
人

工
雪

の

研
究

と
並
ん
で
十
勝
岳
中
腹

・
白
銀

荘
で
の
天
然
雪

の
写
真

は
岩
波
書
店

か
ら

昭
和

二
十
四
年

に

「
雪

の
研
究
」
と
し
て
出
版

さ
れ
て

い
る
の
で
参
考

に
さ
れ

た
い
。

こ
の
研
究

は
戦
後

の
雪
物
理
学

の
発
展

の
基
礎
と
な

っ
た
も

の
で
あ
り

日
本

の
雲

物
理
学

、
雪
氷
学
を
世
界
的

研
究

へ
押

し
上
げ
、
さ
ら

に

ハ
ー
バ

ー

ド
大
学
出
版

の

「
雪
の
結
晶
」

(
英
文

昭
和

二
十
九
年
)
は
外
国

の
研
究
者

の

雪

へ
の
興
味
を
持

た
せ
る
役
割
も
は
た
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
結
晶
成
長

に

関
す
る
世
界
的
権

威
で
あ

る

フ
ラ
ン
ク
が
中
谷

の
雪

の
研
究

に
注
目
し
、
国
際

学
会
で
の
特
別
講
演

(
「
自
然
」
昭
和
四
十
九
年

十

二
月

号
)

の
テ
ー
マ
と

し

て
も
と
り
上
げ

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
中
谷

の
研
究
に

つ
い
て
著
者
が
多
く

を
話
ら
ず
と
も
良

く
知
ら
れ

て
お
り
、
さ
ら

に
先
輩
諸
氏

の
本
も
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
お
読

み
い
た
だ
き

た
い
。

中
谷
宇
吉
郎

「
雪
」

岩
波
新
書

小
林

禎
作

「
雪

の
結
晶
」

講
談
社

(
ブ

ル
ー
バ

ッ
ク
ス
)

〃

正
・
続

雪
華
図
説
覆
刻
版

築

地
書
館

雲
物
理
学

の
研
究

で
最
後

に
紹
介
す
る
の
は
大
喜
多

の
研
究
で
あ

る
。
(
○
マ

ω
霞
く
簿
一g

o
h
<
o
簿
凶6
巴

O
冨
コ
αq
o

o
h

幻
巴

口
山
同
8

ω
冒
①

コ
ω
嘗
ま
g
一〇
P

ω
9

図
①
b
戸

↓
o
げ
o
ざ

q
巳
く
・
H
㊤
α
。。
)

彼

は
黒
岳
、
十
勝
岳
を
利
用

し
て
、

雨
粒
の
粒
度
分
布
及
び
雲
粒
↓

雨
粒

へ
の
成
長
に

つ
い
て
観
測
を
行

い
、
霧
雨

程
度
の
雨
粒

は
雲
粒
同
志

の
付
着

に
よ
り
で
き

る
こ
と
を
示
し
た
。

さ
ら

に
当

時
、
盛

ん
で
あ

っ
た
人
工
降

雨
の
基
礎
実
験

を
、
北
電
と

の
共
同
研
究
と
し
て

行

っ
て
い
る

(
大
喜
多
敏

一
、
黒
岳
附
近
の
雲

及
び
雨
の
観
測
、
第
十
回
人
工

降
雨
研
究
連
絡
会
議
資
料
、
北
電
、
北
学
大
)
。

大
雪
山
系

の
山
岳
地
域
で
行
わ
れ
た
気
象

観
測
、
解
析

に
関
す
る
研
究

に

つ

い
て
紹
介
し
て
来
た
。
論
文

の
内
容
が
多
岐

に
わ

た
り
、
著
者
の
専
門
外

(
著

者
は
主
と
し
て
雲
物
理
学
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
る
)
の
も

の
も
あ

る
の
で
、

充
分
意

を

つ
く

せ
な
か

っ
た
点
も
あ
る
。
こ
の
点

に

つ
い
て
は
お
許
し
願

い
た

い
。
先

に
も
述

べ
た
よ
う
に
著
者

の
手
に
入
る
論
文
が
少
な
く
、
未
だ

に
他

に

多

く
の
研
究
論
文
が
あ

ろ
う

か
と
思
う
が
、
紹
介

の
漏
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は

次

の
機
会

に
譲
り
た

い
と
思
う
。

ー

昭
和

五
十
年

一
月
1

(北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
)
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